












ジェクト・メンバーとして、2010 年 4 月に開始された。プロジェクト開始から 14 ヶ月であり、
研究成果と呼ぶにふさわしい成果をあげていないが、中間的成果とこれまでの活動を簡単に報
告する。












のオープン・リサーチ・センター整備事業終了（2009 年 3 月）から本プロジェクト開始までの
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1年間の京都産業大学の実験経済学研究の活動を概観する。これは、オープン・リサーチ・セ





















最後の第 6節は、プロジェクト終了（2012 年 3 月）までの予定と見通を述べる。
2　プロジェクトに先行する活動




2009 年度には参加者のべ 601 人を集めて合計 25 回の実験を経済実験室で実施した（表 1）。
オープン・リサーチー・センター事業の実績は経済実験室の完成（2002 年 3 月）後の 7年間で






実験日 実験者 参加人数 研究費
2009年７月１日 金進英 26 京都産業大学
2009年７月４日 金進英 26 京都産業大学
2009年７月11日 灰谷綾平 16 京都産業大学
2009年７月15日 灰谷綾平 20 京都産業大学
2009年７月18日 灰谷綾平 19 京都産業大学
2009年10月７日 西野成昭（東京大学） 22 石井記念証券研究振興財団 研究助成
2009年10月10日 西野成昭（東京大学） 26 石井記念証券研究振興財団 研究助成
2009年10月21日 飯田善郎 26 University of Aberdeen
2009年10月24日 飯田善郎 24 University of Aberdeen
2009年11月４日 濱口泰代（名古屋市立大学） 26 科学研究補助金　若手研究（Ｂ）
2009年11月７日 濱口泰代（名古屋市立大学） 22 科学研究補助金　若手研究（Ｂ）
2009年11月18日 飯田善郎 22 Universiti Sains Malaysia
2009年11月21日 飯田善郎 22 Universiti Sains Malaysia
2009年12月２日 濱口泰代（名古屋市立大学） 26 科学研究補助金　若手研究（Ｂ）
2009年12月５日 濱口泰代（名古屋市立大学） 22 科学研究補助金　若手研究（Ｂ）
2009年12月16日 飯田善郎 24 University of Aberdeen
2009年12月19日 飯田善郎 28 University of Aberdeen
2010年１月９日 飯田善郎 20 University of Aberdeen
2010年１月13日 飯田善郎 24 University of Aberdeen
2010年１月20日 小川一仁（大阪産業大学） 28 帝塚山大学
2010年１月23日 小川一仁（大阪産業大学） 26 帝塚山大学
2010年２月24日 小川一仁（大阪産業大学） 26 帝塚山大学
2010年２月27日 小川一仁（大阪産業大学） 24 帝塚山大学
2010年３月20日 小林洋平（USM） 28 Universiti Sains Malaysia
2010年３月23日 小林洋平（USM） 28 Universiti Sains Malaysia





How and why economists and philosophers do experiments: dialogue between experimental 
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economics and experimental philosophy
を 2010 年 3 月 27-28 日に主催した。招待講演者は、実験哲学からは Stephen Stich（Rutgers 
University）、James Beebe（State University of New York）教授、笠木雅史（University of Calgary）、
実験経済学からは Ido Erev（Israel Institute of Technology）、Urs Fischbacher（University of 
Konstanz）、Nick Feltovich（University of Aberdeen）、Shu-Heng Chen（国立政治大学、台北）で



























だったため、さらに納入が遅れ、実験室への納入は 2010 年 10 月 27 日となった。直ちに旧サー












理のためのシステムを改善した。上記の機材更新の遅れに加え、2011 年 3 月 12 日に予定されて













































実験日 実験者 参加者数 研究費
2010年６月２日 飯田善郎 24 Middlebury College
2010年６月５日 飯田善郎 21 Middlebury College
2010年６月９日 飯田善郎 27 Middlebury College
2010年６月30日 濱口泰代（名古屋市立大学） 26 科学研究補助金　若手研究（B） 
2010年７月３日 濱口泰代（名古屋市立大学） 28 科学研究補助金　若手研究（B）
2010年７月７日 周艶 28 本プロジェクト
2010年７月10日 周艶 28 本プロジェクト
2010年７月14日 小林洋平（USM） 24 本プロジェクト
2010年７月17日 小林洋平（USM） 27 本プロジェクト
2010年７月28日 小林洋平（USM） 24 本プロジェクト
2010年７月31日 小林洋平（USM） 28 本プロジェクト
2010年11月24日 飯田善郎 28 University of Aberdeen
2010年11月27日 飯田善郎 28 University of Aberdeen
2010年12月１日 小川一仁（大阪産業大学） 27 帝塚山大学
2010年12月８日 小川一仁（大阪産業大学） 27 大阪府立大学
2010年12月11日 小川一仁（大阪産業大学） 21 帝塚山大学
2010年12月15日 西野成昭（東京大学） 28 科学研究費補助金　基盤研究（B）
2010年12月18日 西野成昭（東京大学） 27 科学研究費補助金　基盤研究（A）
2011年１月12日 小林洋平（USM） 28 Universiti Sains Malaysia
2011年１月15日 小林洋平（USM） 27 Universiti Sains Malaysia
2011年１月19日 小川一仁（大阪産業大学） 27 大阪府立大学
2011年１月22日 小川一仁（大阪産業大学） 21 帝塚山大学
2011年２月23日 小川一仁（大阪産業大学） 21 帝塚山大学
2011年３月９日 周艶 28 本プロジェクト
合計 25 回 623 人
表 2　経済実験室の利用状況（2010 年度）
実験日 実験者 参加人数 研究費
2011年４月13日 濱口泰代（名古屋市立大学） 28 科学研究補助金　若手研究（B）
2011年４月16日 濱口泰代（名古屋市立大学） 28 科学研究補助金　若手研究（B）
2011年４月20日 周艶 27 本プロジェクト
2011年４月23日 周艶 25 本プロジェクト
2010年６月１日 小川一仁（関西大学） 27 科学研究補助金　若手研究（B）
2010年６月４日 小川一仁（関西大学） 27 科学研究補助金　若手研究（B）














実際この Knobe効果は第 2.2 節の国際会議でも主要な論題のひとつであり、招待講演者の
ひとりである Fischbacher教授は Knobeの哲学実験の実験経済学化を自らの研究（Utikal and 
Fischbacher 2009）に基づいて講演した。Utikalと Fischbacherの実施した 3人ゲームでは、プ
レイヤー 1は、自らの謝金を増やす行動をとれば、プレイヤー 2の謝金を増加または減少させ
る。プレイヤー 1は、正または負の副作用の存在を知らされた上で、その行動をとるかどうか
を問われる。プレイヤー 3は、プレイヤー 1の行動に応じてプレイヤー 1とプレイヤー 2の所
















ムの数値やプレイヤー 1の行動がどのようなものであれ、プレイヤー 1とプレイヤー 2の所得
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が同じになるように再分配した。




















　・Knobe, Joshua（2003）: “Intentional action in folk psychology: An experimental investigation”, 
in Philosophical Psychology 16（2）, pp. 309-324.
　・Utikal, Verena & Urs Fischbacher（2009）: “On the attribution of externalities”, in Research 





1. Yan Zhou & Sobei H.Oda:（4-8 July 2011）: “The Knobe Effect in Experimental Economics”, 
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to be presented at The Sixteenth World Congress of the International Economics Association, 
Tsinghua University, Beijing, China.
2. Yan Zhou & Sobei H.Oda:（27-29 July 2011）: “The Knobe Effect in Experimental Economics”, 
to be presented at The Sixteenth World Congress of the International Economics Association, to 
be presented at The Fourteenth Summer School on Economics and Philosophy, San Sebastian, 
Spain.
4.2　講演・研究会報告
1. 小田宗兵衛（2011 年2 月17 日）: 「実験哲学と実験経済学：Knobe 効果の哲学実験の経済実験
化」, 『グローバル COE「心の社会性に関する教育研究拠点」第 9 回一般公開ワークショッ
プ』北海道大学 .
2. 小田宗兵衛（2010 年 9 月 21 日）: 『実験経済学及実験哲学的前沿発展紹介』, 寧夏大学 , 中国 .
3. 小田宗兵衛（2010 年 9 月 14 日）: 『実験経済学及実験哲学的前沿発展紹介』, 蘇州大学 , 中国 .
5　プロジェクトに関連する成果






1. Nick Feltovich, Atsushi Iwasaki & Sobei H. Oda（2011）: “Payoff levels, loss avoidance, and 
equilibrium selection in games with multiple equilibria: an experimental study”, to appear in 
Economic Inquiry.
2. Yoshio Iida & Sobei H. Oda（2011）: “Does Economics Education Make Bad Citizens? The 
Effect of Economics Education in Japan”, to appear in Journal of Education for Business.
3. Nariaki Nishino, Sobei H. Oda & Kanji Ueda（2011）: “Bounded Rationality on Consumer 
Purchase Decisions and Product Diffusion under Network Externalities: A Study using 
Agent-based Simulation and Experiments with Human Subjects”, in Journal of Advanced 
Computational Intelligence and Intelligent Informatics, Vo. 15, No. 2, pp. 212-219.
4. Takemi Fujikawa & Youhei Kobayashi（2010）: “The effects of background music and sound 
in economic decision making: Evidence from a laboratory experiment”, in African Journal of 
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Business Management, on press.
5. 松本光崇 & 西野成昭（2010）: 「製品リサイクルに関わる企業の意思決定のモデル研究」, 『経
営システム』, Vol. 20, No.2. pp. 68-72.
5.2　解説論文・ワーキングペーパー
1. 小田宗兵衛・横山省一・和田良子 :（2010）: 「鼎談：実験経済学の教育効果」, 『経済セミナー』
657 号（2010 年 12 月 -2011 年 1 月号）, pp. 26-36.
2. Kazuhito Ogawa, Toru Takemo, Hiroyasu Takahashi & Akihiro Suzuki（2010）: “Do haves 







1. Benjamin Maxwell（2011）: Are Distributive Justice Norms Independent Culture? An 
Experimental Study on Fairness Allocation Differences in Japan and the US, Ph. D. siddertation, 
Middlebury College, USA.
2. 周艶（2011）: 『経済実験による実験哲学研究：Fischbacherによる Knobe効果検証実験の発
展』, 京都産業大学大学院経済学研究科修士論文
5.4　国際会議基調講演
1. Sobei H. Oda （13-14 November 2009）: “Moving viewpoint: what makes human subjects 
dif ferent from computer agents?”, at The Sixth International Workshop on Agent-based 
Approaches in Economic and Social Complex Systems, National Chengchi University, Taipei, 
Taiwan.
5.5　国際会議報告
1. Ryoko Wada, Hiroyasu Yoneda & Sobei H.Oda:（4-8 July 2011）: “XXXX”, to be presented at 
The Sixteenth World Congress of the International Economics Association, Tsinghua University, 
Beijing, China.
2. Hiroyasu Yoneda & Sobei H. Oda（15-17 October 2010）: “A Neural Substrate of Probabilistic 
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and Intertemporal Choice Within a Single fMRI Experiment”, presented at Annual Conference 
on Neuroeconomics: Decision Making and the Brain, Hotel Orrington, Evanston, Illinois, U.S.A.
3. Takemi Fujikawa & Youhei Kobayashi（2010 October）: “The Effect of Background Music 
and Sound in Economic Decision Making”, presented at International Research and Economics 
Conference, Las Vegas, USA.
5.6　国内学会報告
1. 和田良子・米田紘康・小田宗兵衛（2010 年 9 月 12 日）: 「預託費用と受取費用を考慮した時
間選好の推計」, 『第 14 回実験社会科学カンファレンス』一橋大学 .
2. 濱口泰代（2009 年 11 月 22-23 日）: “An Experimental Study on Collusion under Leniency 
Program”, 『日本応用経済学会 2010 年秋季大会』神戸大学 .
5.7　講演・研究会報告
1. Sobei H. Oda（2010 年 2 月 22 日）: “Moving Viewpoint: What makes human subjects different 






本プロジェクトの期間中または終了（2012 年 3 月）後に様々な形で発表されるであろう。本プ
ロジェクトの目標のひとつであった神経経済学研究の基盤形成についても、fMRIによる脳活動
測定実験をすることは難しいが、なんらかの間接的貢献をあげられるように他の研究機関との
連携を模索している。
さらに本年 9月初旬に、京都産業大学でワークショップを予定する。これはマレーシア科学
大学（Universiti Sains Malaysia）との研究と教育の交流を目指すもので、同大学の経営大学院
の院長と副院長の参加を予定している。本プロジェクトの目指す教育研究の国際化の実現のた
めに、京都産業大学大学院経済学研究科とマネジメント研究科の大学院生に英語の発表の機会
を与えるとともに、京都産業大学との提携関係のある蘇州大学などの研究者と院生の参加も呼
びかけるつもりである。
